
第 8 章 交通施策展開 

8－1 帯広圏の交通施策の展開 

計画の目指すべき姿・将来都市像を実現するためには、多様な主体と連携・協力しながら、

体系的に施策展開を図っていくことが重要となる。 

このことから、今後、住民・交通事業者等とともに進める交通施策展開の基本方向を４つの

分野に区分し、それぞれの分野の施策展開を示すこととする。 

図 8-1-1 帯広圏の交通施策展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帯広圏の将来像と基本方針

既存ストックを活かし魅力ある十勝の中核都市圏
形成を支える

拠点集約・多核連携型都市構造を実現

▽人口減少や地球環境問題に対応する集約型都市構造への転換
人口減少・地球環境問題に対応するため、これまでの拡散型都市構造を見直し、

既存都市機能を活かしつつ、拠点集約型都市構造への転換を実現する。

▽誰もが暮らしやすいまちづくりの推進
超高齢社会に対応し、地域住民誰もが安全・安心で、暮らしやすいまちづくりを実

現する

▽持続可能な発展を支える地域産業の活性化
農業・食・観光を中心に地域産業を活性化し、十勝の中核都市機能を強化できる

地域づくりを実現する。

交通施策展開の基本方向

１）環境に優しい拠点集約型都市構造を支える
交通施策

２）安全・安心な暮らしを支える交通施策

３）地域活性化・十勝の中核都市機能を強化する
交通施策

４）既存ストックを有効活用する交通施策



1)拠点間を結ぶ公共交通の維持・充実

2)JR駅及び沿道の商業施設などと連携した、交通結節点

の形成促進
3)都心来街者の利便性の向上

4)公共交通利用のＰＲ・啓発活動の推進

1)多様な形態の運送サービスの充実

2)通学交通の利便性の向上
3)低床車両バスの充実

4)介護タクシーや代行サービスの充実と積極的なＰＲ

公共交通施策

1)都市間バスサービスの充実
2)鉄道広域サービスの向上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-1-2 帯広圏の交通施策展開の概念図 
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既存ストックを有効活用
する交通施策

1)交通混雑する既存交差点の改良推進
2)幹線道路網構築による機能明確化に合わせた信

号連動改善の推進

1)都市軸の整備推進
2)もみじマーク普及啓発と駐車環境の改善
3)自転車・歩行者ネットワークの充実

1)産業軸の整備推進
2)観光・交流軸の整備推進
3)高速交通体系の有効活用
4)シーニックバイウェイの推進
5)外国人観光客への対応体制の充実

道路交通関連施策

1)拠点間連携軸の強化
2)自転車・歩行者環境の改善
3)道路空間の有効活用
4)駐車環境の改善

施策展開の基本方向基本方針


